
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【警告】 

・本品は有害であるので、患者の口腔内へ入れる前に専用の保

護カバーに入れておくこと。 

・患者が本品ややその一部を飲み込んだ場合には、直ちに専門

医に相談すること。飲み込まれた本品は除去されなければな

らない。 

・患者が本品を噛んだ場合には、大量の水で口腔内を濯がせる

こと。 

 

【形状・構造及び原理等】 

１．寸法 

サイズ ＃０ ： ２２mm × ３５mm 

 サイズ ＃１ ： ２４mm × ４０mm 

 サイズ ＃２ ： ３１mm × ４１mm 

 サイズ ＃３ ： ２７mm × ５４mm 

 サイズ ＃４ ： ５７mm × ７６mm 

 

２．原材料 

光揮尽性発光体：蓄光化合物、樹脂 

支持体：ＰＥＴ 

 

３．原理 

 Ｘ線エネルギーを蓄え、レーザ光を当てると蓄えたエネル

ギーに相当する蛍光を発光する蛍光板である。コンピュー

テッドラジオグラフにより、蓄像したＸ線画像を取り出

し、コンピュータ処理した画像情報として診療のために提

供される。 

 

【使用目的又は効果】 

歯科でＸ線撮影を行うとき、コンピューテッドラジオグラフ

によるデジタル画像処理のための画像の一時的記録に用い

る。 

 

【使用方法等】 

①撮影部位に適した本品及び保護カバーを選択する。 

②本品を専用の保護カバーに装填する。 

本品の感光面（水色）がＸ線撮影装置の管球側に向くよ

うに装填する。 

③Ｘ線撮影を行う。 

④保護カバーを洗浄、除菌し、乾燥させる。 

⑤本品を保護カバーから取り出し、コンピューテッドラジオ

グラフで画像の走査を行なう。 

⑥使用済みの保護カバーは、廃棄する。 

 

 

【使用上の注意】 

①Ｘ線撮影室に保管する場合は、本品がエックス線によ

って感光するのを防ぐこと。 

②初回の使用前、又は 1 週間以上保管後の本品は、まず

消去作業を行うこと。自然放射線等により感光するこ

とがある。 

③Ｘ線撮影を行ってから３０分以内に、コンピューテッ

ドラジオグラフによる走査を行なうこと。Ｘ線照射さ

れた本品に光が当たると、保存されたＸ線画像が消失

します。 

④本品を高圧蒸気滅菌又は乾熱滅菌しないこと。また、

除菌液に浸漬させないこと。 

⑤本品を折り曲げたり、傷をつけたりしないこと。 

⑥画像誤読の原因となるので、傷や汚れ、シミ等の付い

た本品は、使用を控え交換すること。 

⑦保護カバーは使い捨てのため、再使用しないこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

（保管方法） 

高温、多湿な所を避けて保管すること。直射日光（紫外

線）があたる所を避けて保管すること。 

 

【保守・点検に係る事項】 

１．保守 

本品の汚れは、IP クリーナー（ビスタＩＰ用クリーニ

ングティッシュ）で清掃する。 

 

２．点検 

 使用前に傷や汚れがないことを確認する。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元：  

住   所：〒110-8507 

      東京都台東区上野 7-6-9 

 

お問い合わせ先 

画像情報部  

  電話番号：03-3845-2925  

  FAX 番号：03-3845-2926  

 

製 造 元：デュール デンタル社（ドイツ国） 

      Duerr Dental SE 
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